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I →    i

E  →  e

P  →  (－)

N → n

G → g

S → s

DESIGN分類によるガイドラインの策定
－日本褥瘡学会（2005）－
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第1部：平成18年度診療報酬に関する
日本褥瘡学会としての指針

第2部：「褥瘡リスクアセスメント票」記入
の手引き

診療報酬改定褥瘡関連項目に関する指針の作成
－日本褥瘡学会（2006）－
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申請資格者 提出する記録の内容

看護師
褥瘡発症の危険因子を有する患者における褥瘡の予防計画を立案・実施・評価、および褥瘡を有する
患者の創環境の整備と教育指導

薬剤師 褥瘡を有する患者における褥瘡治療薬・創傷被覆材の選定、薬効や副作用などの評価

管理栄養士 褥瘡を有する患者もしくは褥瘡発症の危険因子を有する患者の栄養管理

医師 褥瘡を有する患者の褥瘡治療（保存的治療、外科的治療、その他）

理学療法士
褥瘡発症の危険因子を有する患者における褥瘡の予防計画（危険要因の抽出、予防策）を立案・実施・
評価と物理療法の実施と評価

作業療法士
褥瘡発症の危険因子を有する患者における褥瘡の予防計画（危険要因の抽出、予防策）を立案・実施・
評価

また別に、在宅療養における褥瘡の予防、治療の啓発、向上を図るため、日本褥瘡学会在宅褥瘡予防・管理師を
認定している。

認定師申請資格を有する者（規則第5～7条ならびに細則第10条）

• 医師・看護師・薬剤師・管理栄養士・理学療法士・作業療法士

• 免許取得後4年以上を経過していること

• 4年以上引き続いて日本褥瘡学会正会員であるもの

• 4年以上褥瘡の予防、医療に従事し、直接関与した症例（各職種で定める症例数5～10例）の記録を
有するもの

• 日本褥瘡学会主催の教育セミナー受講証明書（2回以上）を有すること

認定の際に必要な申請書類

申請書・資格免許証の写し・履歴書・医療歴証明書・症例の記録・業績目録・教育セミナー受講証明書

２-２）各職種別褥瘡認定師制度
－日本褥瘡学会（2007）－

18



19

各医療専門職に対して、褥瘡の予防、
医療を実施するための適切な知識・
技術を有することを証する

日本褥瘡学会認定師認定証（看護師）
認定師バッヂ

日本褥瘡学会認定師制度
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多職種連携－共通言語を持つ
客観的評価項目（アウトカム指標）の開発
－DESIGNの作成（2002）
－ガイドラインの作成
コンセンサスを得る解説書の配布
－褥瘡対策指針（2002）
（褥瘡対策未実施減算）
－褥瘡関連診療報酬改定に関する指針の作成（2006）
（褥瘡ハイリスク患者ケア加算）

各職種へのリスペクトと役割の明確化
職種別の認定制度などの導入

学会を多職種連携のためのコンセンサスをつくる場として活用する

褥瘡対策におけるチーム医療実現の鍵
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